

































































































H.22.9頃 アメリカ 28件 14 14 2 4 3 5 7 6 1 15 12 1
H.23.9頃 オセアニア 20件 9 11 4 4 1 1 4 4 2 7 12 1
H.24.9頃 カナダ 8（6）件 6（4） 2 0 0 1 2 2 3 0 5 3 0
H.25.9頃 イギリス 11件 3 8 2 1 4 4 0 0 0 8 3 0





































家族の話 7,439 1,154 15.51 3.88 18 17.85




















N Word Freq. ％ Word Freq. ％ Word Freq. ％
1 AND 483 6.49 THE 1,786 7.26 IN 18,754 3.31
2 THE 300 4.03 AND 1,552 6.28 THE 15,109 2.67
3 TO 205 2.76 HE 587 2.38 TO 7,279 1.29
4 WAS 199 2.68 TO 579 2.34 OF 7,228 1.28
5 MY 193 2.59 A 520 2.10 AND 6,416 1.13
6 A 169 2.27 WAS 456 1.85 A 5,561 0.98
7 UM 161 2.16 SHE 420 1.70 AT 4,181 0.74
8 I 153 2.06 OF 402 1.63 THAT 2,584 0.57
9 THEY 146 1.96 IN 401 1.62 WAS 2,520 0.46
10 OF 126 1.69 SO 346 1.40 FOR 2,312 0.41
11 AH 120 1.61 I 332 1.29 IT 2,072 0.37
12 IN 116 1.56 LITTLE 277 1.12 HE 1,984 0.35
13 SHE 113 1.51 SAID 276 1.12 IS 1,847 0.33
14 THAT 112 1.51 THEY 227 0.94 BE 1,837 0.32
15 SO 86 1.16 THAT 226 0.92 I 1,776 0.31
16 HAD 85 1.14 YOU 224 0.91
AS/ON 1,771 0.31
17 WE 75 1.01 HOUSE 222 0.90
18 IT 73 9.98 IT 193 0.78 YOU 1,395 0.25
19 MOTHER 71 0.95 WOLF 186 0.75 WITH 1,356 0.24


















































































































イギリス 物語No.7 オセアニア 物語No.15 アメリカ 物語No.2
1
導
入
私が小さい頃，父との出会い
を母が私に話してくれた。
5人の子供がいる家に生まれ，
自分は幸せだったと思う。
をつかず，真実を話す方が良いと
いうことを母の話から教えられた。
2
歴
史
両親は高校で出会い，結婚。
祖父は事業に成功し，イギリ
ス王女が宿泊したことのある
ようなスコットランドの豪邸
に住み，次にウエールズに両
親と共に住んだので，私もそ
こを訪ねることがあった。
子供の頃にはテレビなど無か
ったが，素晴らしい自然に囲
まれ，母は童話をよく読んで
くれた。でも外にいるのが好
きだった私は，牛や馬の世話
を喜んでした。祖母たちが時々
訪ねてくれるのが，とても楽
しみだった。
母が子供の頃，家庭は貧しかった。
祖母が外出している間にパンを焼こ
うとしたがイーストが上手く発酵せ
ず，それを隠すために庭に埋めてし
まった。次の日，太陽が昇ると土の
中でイーストが発酵して，鶏が突っ
つき，隠していたことが発覚してし
まった。
3
現
在
今でもその頃の写真を見ると，
懐かしく昔を思い出す。
今振り返ってみると，農場に
いた頃がこれまでで一番楽し
かったと思う。
本当のことを言うことが一番だ，と
いう母の教えは今でも大切にしてい
る。
語3話の分析を行ったものである。『三匹の子豚』は18世紀の後半以降にそれまでイギリスを中心に
語り継がれていた民話に基づいて出版されたものである。物語そのものはそれよりずっと昔から語り
継がれてきたと考えられている。タイトルの欄に＊印のある『赤ずきん』と『ウサギとカメ』は，
TheTypesoftheFolktale:A ClassificationandBibliography（Aarne& Thompson,1981）の分
析を参照し，そこに分類されている物語番号を示した。同書は1910年に初版が発行されて以来，継
続して物語の収録数を増やして，世界のさまざまな国の数多くの民話や昔話2,400余りを，動物の物
語，民話，逸話等の大分類のもと，さらにその話の内容を下位区分して解説したものである。『赤ず
きん』は「一般的な民話」の中の「魔法の話」の下位区分「超自然的な敵」のグループに分類され，
「大ぐらい」の話のはじめに紹介されている。狼に食べられるが救出される話として，世界で30話近
くに及ぶ類似した話が認められている。また，『ウサギとカメ』は「動物の話」の中の「野生動物」，
「家畜」，「鳥」，「魚」以外の「動物」に分類され，『キツネとザリガニ』から派生した話で，足の速い
動物と遅い動物の競争で，足の速い方が途中で寝てしまい，足の遅い方に負ける話として紹介されて
いる。アイヌやチェロキー族の民話も含めて，世界で10話程度の類似した話が認められている。
昔話童話では，常に主人公にスポットが当てられ，同じ場面を同じ言葉で繰り返し，話の筋が明
確にテンポよく物語の結末へと向かうという特徴があると小澤（1999）は説明する。語りの物語や昔
話の特徴として，語り手による脚色が加えられる点も指摘することができる（金子，2012,2015）が，
基本的なプロットは大きく変わることはない。
以上の「物語コーパス」の分析と考察を基に，第3章では，「昔話童話の語り」に見られる特徴
を活かして入門期の英語指導に役立つ物語を創作し，それを利用した活動例を検討する。
3.入門期英語指導教材の作成
学習教材として語りや読み聞かせの物語を活用することの利点は，学習者がその物語に用いられて
いる独特の言い回しに触れ，同じ表現を繰り返し聞き，語り手が作り上げる英語の音とリズムを楽し
めることにある。そのため物語は，学習者が積極的に英語を聞こうとする意欲を高めてくれる。加え
て，英語の物語を絵本教材として活用することで，単に語られる物語を楽しむだけではなく，学習者
それぞれが基本的なプロットに独自の創造的な味付けを加えることが可能であり，さらに，コミュニ
―９―
表9.行って帰ってくるプロット
タイトル
プロット
三匹の子豚
赤ずきん
＊（333）（グリム版）
ウサギとカメ
＊（275A）
行って
成長した三匹の子豚の兄弟は，
母親から自分の家を自力で建
てるように言われる。
母親に頼まれて森の向こうに
住むおばあさんの家にお菓子
を届けるために家を出る。
ウサギに歩みの鈍さをバカに
されたカメは，かけっこの勝
負を挑む。
経験して
兄達は簡単な藁や木の家を建
て，狼に吹き飛ばされてしま
うが，弟は苦労をしてブロッ
クの家を建て，狼を追放する。
狼にされておばあさんの家
を教えてしまい，先回りされ，
おばあさんも自分も狼に食べ
られてしまう。
ウサギはカメが鈍いので途中
で居眠りし，ウサギが目覚め
た時には，カメはゴールで大
喜びしていた。
帰ってくる
勤勉は報われることを学んだ
兄弟は，弟の家で仲良く幸せ
に暮らす。
狼に気づいた猟師が狼の腹を
切り，二人を助け出す。赤ず
きんは，言いつけを守ること
の大切さを学ぶ。
カメは，油断せずに着実に歩
んだことが，成功をもたらし
たことを確信する。
ケーションとしての英語への拡がりを図って，学習者に劇として演じさせることもできよう。このよ
うに物語やその絵本は，単に「聞く」活動のための教材として終わるのではなく，能動的な活動へと
展開させることができる。
以下は，物語の構成の基本である＜行って＞，＜経験して＞，＜帰ってくる＞というプロットに基
づいて著者が創作した，学習教材として使用するためのサンプルとなる物語，Toby・sFriendsであ
る。この物語は，簡単な挨拶と動詞（walk,skip,jump,sleep）の使い方に加えて，「～が好き」の表
現（like（s）to＋V）を指導することを目的としている。絵本教材が，学習者の想像力をき立て，
それぞれが自分の物語を創作したり，劇として演じたりする指導も可能となることの一例として，そ
の活用についても検討したい。
31.絵本教材:Toby・sFriends
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32.Toby・sFriendsに基づいた活動例
以下に示す活動は概ね，指導する順序に従って説明を加えている。
基礎
（1）絵本を見る:絵とTotalPhysicalResponse（TPR）を利用して語彙を学ぶ。
例:TPRで新出語彙の指導
教師:walk,skip,jump,sleepと言いながら，その動作を繰り返し示す
子供:教師のwalk,skip,jump,sleepの指示で動作を行う
教師:語彙の提示の順番を入れ替えて子供に動作を行わせ，その後，子供が自然に単語を発話
するようになったのを見計らい，子供に動作の指示をさせる
（2）物語を読み聞かせる:絵本を繰り返し読み聞かせる（例は前掲Webサイト「世界の英語話者が語る
子供の頃によく聞いたお話」http:/aso.swu.ac.jp/corpus/を参照）。時には教師がアドリブを入れて
話す。
例:教師の読み聞かせ
1回目:少しゆっくりと大げさな抑揚をつけて，（1）で学んだ新出語彙をできるだけ明確に発
音しながら読み聞かせる。（1）のTPRに続いて行う場合は，子供が物語の進行にあわ
せて動作を付けてもよい。
2回目以降:子供の興味を引くようなページの開き方（たとえば，少しずつ次のページの絵を見せ
ながら，子供に次の話の展開を想像させる）などを工夫しながら，数回繰り返して読み聞か
せ，最終的には普通の速さで読んで聞かせる。
発展
（3）ジャズチャンツ:絵本に出てくる「～が好き」のフレーズ（like（s）to＋V）をジャズチャ
ンツの手法でリズムをとりながら繰り返し練習させる。次に物語のSection1から5までをジャ
ズチャンツの伴奏にあわせて語って聞かせる（前掲Webサイト参照）。
（4）歌:この物語を歌の伴奏に合わせて歌い，同上のフレーズを練習する（前掲Webサイト参照）。
初めは教師も参加して，目標としているフレーズのみを子供が歌い，定着後はその他の部分も子
供だけで歌う。
（5）物語への一部参加:TobyやTobyの友達の挨拶の部分，また，基本的な挨拶の部分のみの語
りに子供を参加させる。
（6）Toby役での物語への一部参加:Tobyが好きなこと（Iliketowalk,Iliketoskip等）を子供
が言う。
（7）ロールプレイ:物語に登場するTobyやTobyの友達の対話を子供が行う。展開2の劇のた
めの導入ともなる。
展開1 マイストーリーの作成
（8）子供に好きな犬の名前をつけさせ，その名前を使って教師が絵本を読み聞かせる。
（9）犬が他にどんなことが好きかを想像させ犬の活動を増やすことで，子供と一緒に物語を膨らま
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せる。
（10）子供に自分の好きな名前をつけた犬の話を1セクションずつ話させる。
（11）子供に，「～が好き」のフレーズ（like（s）to＋V）を使って，自分のことを話させる。また，
Doyouliketo～?の疑問文とその答え方も練習する。
展開2 劇を演じる
（12）教師，または，子供がナレーターとなり，その他の配役を子供が行う。子供の自作の物語に基
づいたシナリオを作ることで，同様のプロットでも少しずつ違った内容や，使用語彙，フレーズ
が盛り込まれた劇が出来上がる。
4.おわりに
本研究は，「物語コーパス」の分析結果に基づき，入門期の英語指導に役立つ教材として，Toby・s
Friendsとそれに伴う活動例の作成を試みたものである。前述のWebサイトには，この物語を基に，
教師や学習者が気軽にマイストーリーを創作できるテンプレート2例も提示した。今後は，入門期
の指導を目的としたものばかりでなく，より複雑な物語のプロットを取り入れて，小学校高学年，中
学の英語指導にも役立つレキシカルフレーズの学習に焦点を置いた物語を継続して創作したい。また，
それらの物語を基に，マイストーリーの作成へとがる活動をさらに研究し，Web上に掲載して
いきたいと考えている。
＊本研究は，科学研究費補助金基盤研究（C）課題番号22520630「英語話者の物語コーパス作成とレキシカルフ
レーズ中心のリスニング教材の提供」及び課題番号15K02729「英語母語話者の物語コーパスに基づいた慣用
句を中心とした絵本教材の作成と提供」による研究の一部である。
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